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例）実データ 5.5→6.3 →3.2→4.1 年内最低値 5.5→5.5 →3.2→3.2 
モデル係数の有意性
年内最低値を利用すれば、このモデルの形でも底層DOとの対応あり。
データの特徴と前提となる処理方針
○0データが多く値の変動が激しい漁獲データ
特有の性質は踏襲
⇒変動を抑えた頑強な統計量の形を検討
○稚魚の移動による不在を回避する必要
⇒後々生残率のようなものを設定するため
に、5～6月の情報を初期密度、8～9月の
情報を最終密度として利用することを想定
○空間相関の特徴
⇒稚魚移動経路を組み込みながらの評価
空間相関
調査が行われていない時の予測を
成立させるため、説明変数に対し
前時点の漁獲情報：使用可
現時点の環境情報：使用可
現時点の漁獲情報：使用不可
（生データ・自己相関共応答変数）
という設定で考えていく
⇒前時点の漁獲情報に対する
構造を取り入れる形で活用
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移動経路の定量化
○異方的な空間相関の利用
○岸からの距離や水深情報の
利用
○前述のモデルにて他地点前
時点の漁獲量を説明変数に
入れ、現時点の漁獲量を推定
4月～10月の漁獲量の前時点対応
少々ではあるが、移動経路が反映→
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